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85

は
じ
め
に

私
が
ま
だ
文
学
部
の
学
生
だ
っ
た
頃
、
斯
道
文
庫
の
太
田
次
男
先
生
が
国
文
学
Ⅲ
と
い
う
科
目
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。『
本
朝
文
粋
』
所

収
の
漢
文
学
作
品
を
ヲ
コ
ト
点
（
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
）
に
従
っ
て
読
む
と
い
う
授
業
で
あ
る
。
太
田
先
生
は
、
授
業
の
最
初
に
必

ず
最
近
の
関
心
事
を
一
つ
二
つ
話
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ク
ラ
が
非
常
に
面
白
い
も
の
で
、
私
は
毎
回
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
あ
る
時
、

刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
神
田
喜
一
郎
氏
の
著
書
『
墨
林
閒
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
は
書

中
の
「
日
本
の
漢
文
学
」
と
題
す
る
論
文
（
一
九
五
九
年
刊
行
の
『
講
座
日
本
文
学
史
』
第
十
六
巻
所
収
の
一
篇
）
を
我
々
学
生
に
読
む

よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。
私
は
す
ぐ
に
そ
の
論
文
を
読
ん
で
み
た
が
、
学
部
の
学
生
に
は
や
や
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
　

「
日
本
の
漢
文
学
」
は
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
漢
文
学
史
で
あ
り
、
そ
こ
で
神
田
氏
は
、
日
本
の
漢
文
学
に
は
国
文
学
と
し
て
捉
え
る
べ

き
面
と
中
国
文
学
の
一
支
流
と
し
て
捉
え
る
べ
き
面
と
が
あ
る
が
、
自
分
は
後
者
の
、
中
国
文
学
の
基
準
に
よ
っ
て
日
本
の
漢
文
学
を
評

価
す
る
立
場
を
取
る
と
前
置
き
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
第
四
節
「
平
安
朝
の
漢
文
学
」
で
は
、
菅
原
道
真
を
始
め
と
す
る
平
安
前

期
の
詩
人
た
ち
が
白
居
易
を
よ
く
学
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
漢
文
学
は
隆
盛
に
向
か
っ
た
が
、
後
期
に
入
る
と
、「
せ
っ
か
く
白
居
易
の
詩
に

導
か
れ
て
、
自
由
に
自
己
の
思
想
や
感
情
を
表
現
す
る
よ
う
に
向
き
か
け
て
き
た
新
傾
向
も
、
ま
っ
た
く
挫
折
し
て
し
ま
い
、
一
種
の
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
、
時
代
の
降
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
低
下
し
て
い
っ
た
と
見
る
よ
り
仕
方
が
な
い
」
と
述
べ
て
、
平
安
後
期
を

漢
文
学
の
衰
退
期
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
神
田
氏
が
平
安
後
期
を
「
ほ
と
ん
ど
白
居
易
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
評
し
た

日
本
漢
学
史
上
の
句
題
詩

佐

藤

道

生
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の
は
、
恐
ら
く
『
本
朝
無
題
詩
』
を
一
読
さ
れ
た
印
象
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
こ
と
は
例
え
ば
次
に
掲
げ
る
藤
原
基
俊
の
詩
（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
十
）
を
読
む
と
、
良
く
分
か
る
。
藤
原
基
俊
は
平
安
後
期
を
代

表
す
る
歌
人
の
一
人
で
、
百
人
一
首
に
収
め
る
秀
歌
「
ち
ぎ
り
お
き
し
さ
せ
も
が
露
を
い
の
ち
に
て
あ
は
れ
今
年
の
秋
も
い
ぬ
め
り
」
の

作
者
で
あ
る
。
ま
た
基
俊
は
当
時
、
詩
人
と
し
て
も
名
を
馳
せ
て
い
た
。
こ
の
詩
は
そ
の
基
俊
が
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
三
月
十
三
日
、

数
人
の
友
人
と
連
れ
立
っ
て
京
都
郊
外
の
山
寺
、
円
融
寺
に
遊
び
、
そ
の
場
で
賦
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

暮
春
遊
円
融
寺
即
事　
　

暮
春　

円
融
寺
に
遊
ぶ
即
事

１
春
伴
鴛
鸞
遊
古
寺　
　
　

春　

鴛
鸞
に
伴
は
れ
て
古
寺
に
遊
ぶ

２
煙
霞
深
処
感
深
衷　
　
　

煙
霞
深
き
処　

深
衷
を
感
ず

３
江
南
雨
過
青
山
近　
　
　

江
南
に
雨
過
ぎ
て　

青
山
近
し

４
野
外
花
飛
色
界
空　
　
　

野
外
に
花
飛
び
て　

色
界
空
な
り

５
五
欲
皆
消
観
念
暁　
　
　

五
欲
皆
な
消
え
ぬ　

観
念
の
暁

６
百
年
半
暮
自
由
中　
　
　

百
年
半
ば
暮
れ
ぬ　

自
ら
に
由
る
中

７
栄
華
従
本
非
吾
事　
　
　

栄
華　

本
従
り
吾
事
に
非
ず

８
命
也
何
為
老
去
躬　
　
　

命
な
り　

何
を
か
為
さ
む　

老
い
去
る
躬

春
の
一
日
、
殿
上
人
に
伴
わ
れ
て
古
寺
に
遊
び
、
山
深
い
中
で
感
慨
に
ふ
け
る
。
雨
は
も
う
桂
川
の
南
に
過
ぎ
去
り
、
山
は
青
々
と
間

近
に
見
え
て
い
る
。
桜
の
花
が
山
野
に
飛
散
す
る
の
を
見
て
、
こ
の
美
し
い
色
界
も
や
は
り
空
な
の
だ
と
悟
っ
た
。
こ
の
寺
で
弥
陀
仏
の

お
姿
を
観
想
し
た
お
か
げ
で
五
官
に
よ
る
欲
望
を
全
て
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
自
由
気
ま
ま
に
過
ご
す
う
ち
に
、
我
が
人

生
も
半
ば
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
立
身
出
世
な
ど
、
も
と
よ
り
望
ん
で
は
い
な
い
が
、
年
老
い
た
こ
の
身
で
何
が
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
も

運
命
な
の
だ
。

基
俊
の
詩
は
、
当
日
の
遊
山
を
記
録
し
た
『
中
右
記
』
同
日
条
で
「
頗
る
華
麗
か
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
句
の
「
色
界
空
」、

（
1
）
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第
五
句
の
「
五
欲
皆
消
」、
第
六
句
の
「
百
年
半
暮
」、
第
七
句
の
「
非
吾
事
」、
第
八
句
の
「
老
去
躬
」
は
そ
れ
ぞ
れ
白
居
易
の
詩
句
「
臨

高
始
見
人
寰
小
、
対
遠
方
知
色
界
空
」（2536

登
霊
応
臺
北
望
）、「
五
欲
已
銷
諸
念
息
、
世
間
無
境
可
勾
牽
」（2911

睡
覚
）、「
忽
々
百
年

行
欲
半
、
茫
々
万
事
坐
成
空
」（1059

風
雨
晩
泊
）、「
進
退
者
誰
非
我
事
、
世
間
寵
辱
常
紛
々
」（3037

詔
下
）、「
病
来
心
静
一
無
思
、
老

去
身
閑
百
不
及
」（2622

斎
月
静
居
）
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
白
居
易
の
詩
句
を
ち
ゃ
っ
か
り
借
用
し
て
一
首
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
印
象
が
あ
る
。

日
本
の
漢
文
学
を
中
国
文
学
の
支
流
と
見
な
す
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
こ
の
よ
う
な
詩
に
不
満
を
感
じ
る
の
は
已
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
る
。
太
田
先
生
も
後
に
（
私
が
大
学
院
に
進
ん
で
か
ら
の
こ
と
だ
が
）『
本
朝
無
題
詩
』
に
は
白
居
易
の
影
響
が
随
所
に
見
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
批
判
的
精
神
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
無
く
、
表
面
的
な
模
倣
に
陥
っ
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
右
に
見
た
藤
原
基
俊
の
作
品
は
、
決
し
て
当
時
の
日
本
人
の
漢
詩
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。
白
居
易
の
受
容
を
見
よ
う

と
す
る
時
、
こ
の
詩
は
、
当
時
の
日
本
漢
詩
の
ほ
ん
の
僅
か
な
側
面
し
か
表
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
実
は
平
安
中
期
、
村
上
朝
（
十
世

紀
半
ば
）
を
境
に
し
て
、
日
本
人
の
漢
詩
は
中
国
文
学
の
支
流
か
ら
抜
け
出
て
、
方
向
転
換
の
舵
を
大
き
く
切
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
の

日
本
に
は
、
中
国
唐
代
に
形
成
さ
れ
た
近
体
詩
の
規
則
に
、
日
本
独
自
の
規
則
を
加
え
て
、
中
国
文
学
の
流
れ
か
ら
大
き
く
外
れ
た
漢
詩

が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
標
題
に
掲
げ
た
「
句
題
詩
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
句
題
詩
と
い
う
文
体
の
概
要
と
特
質
と
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
う
。

一
、
句
題
詩
と
は
ど
の
よ
う
な
文
体
か

『
毛
詩
』
の
大
序
に
「
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
情
動
於
中
、
而
形
於
言
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
は
心
に
感
じ
た

こ
と
を
言
葉
に
表
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
時
と
処
と
を
選
ば
ず
に
作
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
日
本
の
平
安

時
代
の
詩
を
見
る
限
り
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
の
詩
は
宮
中
や
貴
族
の
邸
宅
な
ど
で
開
か
れ
る
詩
宴
の

場
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
出
席
者
た
ち
は
詩
宴
の
主
催
者
が
定
め
た
詩
題
に
し
た
が
っ
て
詩
を
作
る
こ
と
を
常
と
し
た
。
こ

れ
は
古
代
の
日
本
人
が
中
国
初
唐
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
君
臣
唱
和
の
形
式
を
手
本
と
し
て
詩
作
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
わ
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れ
る
。
詩
は
「
志
を
言
う
」
手
段
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
社
交
の
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
詩
宴
で
は
ど

の
よ
う
な
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

詩
宴
で
出
さ
れ
る
詩
題
（
当
時
は
「
題
目
」
と
言
っ
た
）
は
早
く
か
ら
漢
字
五
文
字
に
定
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
を
特
に
「
句
題
」

と
呼
ん
だ
。
句
題
は
出
席
者
全
員
が
共
有
で
き
る
主
題
、
す
な
わ
ち
季
節
感
や
年
中
行
事
に
関
わ
る
内
容
の
も
の
が
求
め
ら
れ
た
。
詩
宴

に
先
立
っ
て
、
主
催
者
か
ら
詩
題
の
撰
定
を
任
さ
れ
た
者
を
題
者
と
言
い
、
題
者
は
中
国
の
詩
人
の
五
言
詩
か
ら
一
句
を
採
っ
て
詩
題
と

し
た
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
古
句
に
準
え
て
題
者
が
詩
題
を
新
た
に
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
中
期
、
一
条
朝
頃
ま
で
に
は
、

詩
宴
に
向
け
て
新
た
に
作
ら
れ
た
句
題
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
実
例
を
示
そ
う
。

寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
四
月
十
九
日
、
時
の
堀
河
天
皇
（
一
〇
七
九
―
一
一
〇
七
）
は
父
白
河
上
皇
（
一
〇
五
三
―
一
一
二
九
）
の

住
む
鳥
羽
殿
に
行
幸
し
、
そ
の
翌
日
、
天
皇
主
催
の
詩
宴
が
開
か
れ
た
。
詩
宴
に
招
か
れ
た
の
は
大
臣
公
卿
五
人
、
殿
上
人
七
人
、
儒
者

十
人
、
文
章
生
三
人
で
、
幸
い
こ
の
と
き
の
詩
二
十
三
首
を
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
か
ら
当
代

を
代
表
す
る
詩
人
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
―
一
一
一
一
）
の
詩
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

　
　

松
樹
臨
池
水　
　
　
　
　

松
樹　

池
水
に
臨
む

１
仙
家
池
水
正
泓
澄　
　
　

仙
家　

池
水　

正
に
泓
澄
た
り

２
松
樹
臨
来
殊
有
情　
　
　

松
樹
臨
み
来
り
て　

殊
に
情
有
り

３
草
聖
帯
煙
残
月
暗　
　
　

草
聖　

煙
を
帯
び
た
り　

残
月
暗
し

４
波
臣
衣
緑
晩
風
清　
　
　

波
臣　

緑
を
衣
た
り　

晩
風
清
し

５
亜
枝
瀉
色
金
塘
裏　
　
　

亜
枝　

色
を
瀉
く　

金
塘
の
裏

６
密
葉
浸
陰
玉
岸
程　
　
　

密
葉　

陰
を
浸
す　

玉
岸
の
程

７
勝
地
宸
遊
看
不
飽　
　
　

勝
地　

宸
遊　

看
れ
ど
も
飽
か
ず

８
千
秋
万
歳
幾
相
迎　
　
　

千
秋　

万
歳　

幾
た
び
か
相
ひ
迎
へ
む

松
が
池
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
る
。
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上
皇
の
お
住
ま
い
（
鳥
羽
殿
）
で
は
、
池
水
が
広
々
と
澄
み
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
り
に
は
松
が
立
っ
て
い
て
、
こ
の
景
色
は
ま

こ
と
に
趣
き
深
い
。
そ
の
む
か
し
草
聖
と
称
え
ら
れ
た
後
漢
の
張
芝
は
こ
の
よ
う
な
松
生
う
る
池
の
ほ
と
り
で
、
月
あ
か
り
も
ほ
の
暗
い

中
、
ひ
た
す
ら
書
の
稽
古
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
魚
は
水
面
に
映
る
松
の
み
ど
り
を
着
込
ん
で
、
さ
わ
や
か
な
夕
風
の
吹
き
わ

た
る
池
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
。
低
く
垂
れ
た
松
の
枝
は
、
堤
の
あ
た
り
で
そ
の
緑
を
池
水
に
そ
そ
い
で
い
る
。
密
に
繁
っ
た
松
の
葉
は

岸
辺
で
そ
の
姿
を
池
水
に
ひ
た
し
て
い
る
。
堀
河
天
皇
と
白
河
上
皇
と
は
こ
の
見
あ
き
る
こ
と
の
な
い
仙
境
の
よ
う
な
勝
地
を
遊
覧
さ
れ
、

千
年
万
年
と
尽
き
る
こ
と
の
な
い
松
の
如
き
遐
齢
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
松
樹
臨
池
水
」
と
い
う
詩
題
（
句
題
）
に
は
、
松
が
常
緑
樹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
子
の
齢
を
永
遠
な
れ
と
寿
ぐ
意
図
が
籠
め
ら
れ
て

い
る
。
天
皇
と
上
皇
と
が
臨
席
す
る
詩
宴
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
に
入
れ
た
詩
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
句
題
は
基
本
的
に
二
つ
の
事

物
を
組
み
合
わ
せ
た
詩
題
で
あ
る
。
題
の
中
に
二
つ
の
実
字
（
名
詞
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
題
で
あ
れ
ば
「
松
」
と
「
水
」（
或
い

は
「
池
」
と
見
て
も
良
い
）
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
分
析
で
き
る
。

当
時
、
詩
宴
で
用
い
ら
れ
る
詩
体
は
こ
の
例
の
よ
う
に
今
体
の
七
言
律
詩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
詩
人
は
押
韻
、
平
仄
、
頷
聯
・
頸
聯

を
対
句
と
す
る
等
、
今
体
詩
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
詩
を
作
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
実
は
句
題
詩
の
場
合
、
そ
れ
に
加
え
て
日
本
独
自
に
形
作

ら
れ
た
規
則
が
存
在
し
た
。

ま
ず
句
題
詩
の
首
聯
（
第
一
句
・
第
二
句
）
で
は
句
題
の
五
文
字
を
全
て
こ
の
中
に
詠
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
か
つ
句
題

の
文
字
は
首
聯
以
外
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
作
者
の
匡
房
は
句
題
を
上
三
字
と
下
二
字
と
に
分
け
、
下
句
の
は
じ
め
に
「
松
樹
臨
」
を
、

上
句
の
中
ほ
ど
に
「
池
水
」
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
首
聯
は
、
題
目
の
文
字
を
用
い
て
直
接
的
に
題
意
を
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、「
題

目
」
と
呼
ば
れ
た
。

次
に
頷
聯
（
第
三
句
・
第
四
句
）・
頸
聯
（
第
五
句
・
第
六
句
）
で
は
対
句
を
用
い
て
、
各
聯
の
上
句
（
出
句
）、
下
句
（
落
句
）
ご
と

に
題
意
を
婉
曲
に
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
破
題
」
と
呼
ん
だ
。
破
題
の
方
法
は
基
本
的
に
言
葉
の
置
き
換
え
（
詩
題

の
文
字
を
別
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
）
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
詩
題
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ど
ち
ら
か

の
聯
で
は
、
中
国
の
故
事
を
用
い
て
破
題
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
場
合
は
「
破
題
」
と
言
わ
ず
に
「
本
文
」
と
言
っ
た
。
肝
腎
な

（
2
）
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こ
と
は
、
頷
聯
・
頸
聯
に
お
い
て
題
意
が
都
合
四
回
繰
り
返
し
て
破
題
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
詩
人
の
い
ち
ば
ん
の
腕
の
見
せ
所
が
こ
の
頷

聯
・
頸
聯
の
破
題
で
あ
る
。
試
み
に
当
時
編
纂
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』、『
新
撰
朗
詠
集
』、『
和
漢
兼
作
集
』
と
い
っ
た
秀
句
選
を
繙
け

ば
、
句
題
詩
の
頷
聯
・
頸
聯
か
ら
の
摘
句
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
詩
人
た
ち
は
句
題
の
実
字
を
詠
み
落
と
す
こ
と

な
く
、
い
か
に
巧
み
に
破
題
す
る
か
と
い
う
点
に
最
も
心
を
砕
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
詩
人
と
し
て
の
評
価
は
、
破
題
の
た
め
の

語
彙
を
ど
れ
ほ
ど
豊
富
に
持
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
詩
で
は
頷
聯
が
「
本
文
」
に
当
り
、
中
国
故
事
を
用
い
て
題
意
を
敷
衍
し
て
い
る
。
上
句
の
「
草
聖
」
と
は
草
書
に
優
れ
て
い
た

後
漢
の
張
芝
の
こ
と
で
、
彼
に
は
池
を
墨
池
に
見
立
て
て
書
の
稽
古
に
励
ん
だ
と
い
う
名
高
い
逸
話
が
あ
っ
た
。『
蒙
求
』
の
「
伯
英
草

聖
」
の
古
註
に
「
後
漢
張
芝
、
字
伯
英
、
善
草
書
絶
妙
。
時
人
謂
曰
、
臨
池
学
書
、
池
水
尽
黒
。
韋
誕
曰
、
伯
英
草
聖
。（
後
漢
の
張
芝
、

字
は
伯
英
、
草
書
を
善
く
す
る
こ
と
絶
妙
な
り
。
時
人
謂
ひ
て
曰
は
く
、
池
に
臨
み
て
書
を
学
ぶ
、
池
水
尽
く
黒
し
、
と
。
韋
誕
曰
は
く
、

伯
英
は
草
聖
な
り
、
と
。）」
と
あ
る
故
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
草
聖
」
の
語
は
こ
の
故
事
を
媒
介
に
し
て
句
題
の
「
臨
池
水
」
を
言

い
換
え
た
こ
と
に
な
る
。「
帯
煙
」
の
「
煙
」
は
新
緑
が
も
や
に
煙
っ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
表
す
語
で
、
こ
れ
一
文
字
で
「
松
」
を
表

す
。
し
た
が
っ
て
第
三
句
は
「
草
聖
帯
煙
」
の
四
字
で
題
意
を
満
た
し
て
い
る
。

下
句
の
「
波
臣
」
の
語
は
『
荘
子
』
外
物
篇
に
見
え
る
所
謂
「
轍
鮒
の
急
」
の
故
事
に
よ
っ
て
、
魚
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、

同
時
に
、
魚
の
す
み
か
で
あ
る
「
池
水
」
を
連
想
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
「
波
臣
衣
緑
」（
魚
が
緑
の
衣
服
を
着
る
）
と
い
う
の
は
、
松
の

緑
が
池
に
映
っ
た
さ
ま
を
譬
え
た
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
こ
の
四
字
で
題
意
を
言
い
お
お
せ
て
い
る
。
こ
の
二
句
一
聯
は
故
事
を
用

い
て
の
破
題
、
す
な
わ
ち
「
本
文
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

頸
聯
も
「
破
題
」
に
当
た
る
。
破
題
の
方
法
が
基
本
的
に
言
葉
の
置
き
換
え
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
詩
題
の
「
松

樹
」
を
「
亜
枝
」
と
「
密
葉
」
と
に
言
い
換
え
、
詩
題
の
「
臨
」
を
「
瀉
色
」
と
「
浸
陰
」
と
に
言
い
換
え
、
詩
題
の
「
池
水
」
を
「
金

塘
裏
」
と
「
玉
岸
程
」
と
に
言
い
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
題
意
を
表
現
し
て
い
る
。

一
首
の
し
め
く
く
り
が
尾
聯
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
詩
人
は
は
じ
め
て
自
ら
の
思
い
の
た
け
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
聯
を
「
述
懐
」
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
も
題
意
を
ふ
ま
え
て
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
匡
房
は
「
松
樹
」
の
常
緑

に
関
連
づ
け
て
天
子
の
長
寿
を
予
祝
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
句
題
詩
の
構
成
方
法
（
構
成
上
の
規
則
）
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
明
ら
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か
な
よ
う
に
、
句
題
詩
は
終
始
題
意
に
沿
っ
た
詠
み
方
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
方
法
は
村
上
天
皇
の
時
代
（
十
世
紀
半
ば
）

に
生
成
さ
れ
始
め
、
一
条
天
皇
の
時
代
（
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
め
に
か
け
て
）
ま
で
に
は
詩
人
た
ち
の
間
に
定
着
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

句
題
詩
の
規
則
が
以
上
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
日
本
漢
学
史
上
、
ま
さ
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ

ま
で
詩
を
作
る
こ
と
は
、
漢
学
の
素
養
の
あ
る
少
数
の
貴
族
に
の
み
許
さ
れ
た
、
言
わ
ば
特
殊
技
能
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
構
成
上
の

規
定
が
形
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
学
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い
一
般
の
貴
族
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に
詩
を
作
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
構
成
方
法
も
、
頷
聯
・
頸
聯
で
句
題
の
文
字
に
対
応
さ
せ
て
詩
句
を
作
る
「
破
題
」
の

方
法
に
あ
る
程
度
習
熟
す
れ
ば
、
簡
単
に
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
句
題
詩
を
作
る
た
め
の
対
句
語
彙
集
の
よ
う
な
も
の
も
次

第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
句
題
詩
は
貴
族
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
詩
の
本
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
平
安
時
代
の
句
題
詩
の
概
略
で
あ
る
。
漢
詩
と
い
う
中
国
伝
来
の
文
学
様
式
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
と
は
異
な
る
日
本
独
自

の
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
と
思
う
。
句
題
詩
は
当
時
の
日
本
漢
詩
の
中
心
に
あ
り
、
句
題
詩
に
対
す
る
理
解

無
し
に
当
時
の
漢
文
学
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
、
日
本
独
自
の
意
味
を
付
与
さ
れ
た
詩
語
（
一
）「
秦
嶺
」

こ
の
句
題
詩
は
、
日
本
の
古
典
文
学
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
、
例
え
ば
和
歌
の
詠
み
方
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
後
代
の
連
歌
・
聯
句
を
生
み

出
す
母
体
と
な
る
な
ど
、
日
本
文
学
史
上
に
果
た
し
た
役
割
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
こ
の
句

題
詩
の
中
か
ら
、
日
本
独
自
の
意
味
や
用
法
を
持
つ
漢
語
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。

中
国
の
詩
文
に
「
秦
嶺
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。『
文
選
』
と
『
白
氏
文
集
』
の
用
例
を
次
に
掲
げ
た
が
、
秦
嶺
は
ふ
つ
う
長
安
の

南
方
に
位
置
す
る
終
南
山
を
指
す
。『
文
選
』
の
李
善
註
が
『
漢
書
』
を
引
い
て
、「
秦
嶺
は
南
山
な
り
」
と
説
明
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
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〔
文
選　

巻
一
、
西
都
賦
、
班
固
〕
睎
秦
嶺
睋
北
阜
、
挾
灃
灞
據
龍
首
。〔
李
善
註
〕
秦
嶺
南
山
也
。
漢
書
曰
、
秦
地
有
南
山
。

〔
白
居
易
、0594

山
石
榴
、
寄
元
九
〕
商
山
秦
嶺
愁
殺
君
、
山
石
榴
花
紅
夾
路
。

〔
白
居
易
、0669

送
武
士
曹
帰
蜀
〕
月
宜
秦
嶺
宿
、
春
好
蜀
江
行
。

〔
白
居
易
、0863

初
貶
官
過
望
秦
嶺
。
自
此
後
詩
江
州
路
上
作
〕
望
秦
嶺
上
迴
頭
立
、
無
限
秋
風
吹
白
鬚
。

〔
白
居
易
、0908

東
南
行
一
百
韻
〕
秦
嶺
馳
三
駅
、
商
山
上
二
邘
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
の
句
題
詩
に
は
、
終
南
山
の
意
味
に
用
い
た
「
秦
嶺
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、『
中
右

記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
に
収
め
る
「
月
是
作
松
花
」
と
い
う
詩
題
で
作
ら
れ
た
句
題
詩
群
で
あ
る
。

　
　

左
衛
門
督
源
師
房

団
々
漢
月
感
相
驚
、
況
作
松
花
色
正
明
。
秦
嶺
艶
粧
生
夜
漏
、
呉
江
濃
淡
任
陰
晴
。

初
開
円
影
東
昇
夕
、
漸
散
清
光
西
落
程
。
一
部
楽
章
終
曲
後
、
更
令
墨
客
放
詩
情
。

　
　

右
中
弁
源
資
通

元
来
夜
月
得
佳
名
、
況
作
松
花
処
々
明
。
試
折
一
枝
風
不
馥
、
高
望
細
葉
露
相
瑩
。

金
波
玉
蕊
呉
江
暁
、
皓
色
素
葩
秦
嶺
晴
。
為
対
蒼
々
雲
外
影
、
絃
歌
自
為
九
成
声
。

　
　

東
宮
学
士
義
忠

夏
雲
収
尽
月
華
生
、
松
是
作
花
望
裏
明
。
景
色
凝
匂
秦
嶺
夕
、
一
千
守
瑞
漢
天
晴
。

煙
開
岸
假
陽
春
眼
、
緑
白
林
欺
麗
日
情
。
非
啻
青
標
素
艶
□
。
風
枝
更
入
管
絃
声
。

　
　

中
宮
亮
為
善

夏
天
対
月
夢
方
驚
、
暗
作
松
花
四
望
明
。
秦
嶺
三
更
含
暖
露
、
呉
江
一
夜
遇
春
晴
。

緑
蘿
変
蔕
出
山
後
、
翠
蓋
借
葩
渡
漢
程
。
池
浪
皎
然
雲
未
曙
、
叩
舷
乗
興
管
絃
清
。

　
　

大
学
頭
時
棟
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萱
葉
借
粧
鸞
宿
処
、
桂
花
分
影
鶴
栖
程
。
光
添
秦
嶺
春
林
艶
、
色
発
呉
江
暁
岸
栄
。（
首
聯
・
尾
聯
を
欠
く
）

　
　

施
薬
院
使
為
祐

開
豈
雨
霑
天
暮
後
、
落
非
風
力
日
登
程
。
粧
迷
秦
嶺
雲
収
色
、
匂
誤
呉
江
浪
映
声
。（
首
聯
・
尾
聯
を
欠
く
）

　
　

弾
正
証
弼
定
義

濃
艶
不
芳
秦
嶺
暁
、
攢
枝
有
色
漢
天
晴
。
光
籠
煙
葉
応
装
露
、
影
照
鶴
翎
欲
代
鶯
。（
首
聯
・
尾
聯
を
欠
く
）

　
　

実
範

碧
宵
斂
靄
何
攸
驚
、
月
作
松
花
望
裏
明
。
繞
朶
漢
天
新
霽
後
、
掃
根
秦
嶺
漸
銜
程
。

雲
膚
隔
蓋
粧
猶
嬾
、
風
力
払
梢
色
豈
軽
。
請
見
池
頭
君
子
樹
、
芳
栄
遙
契
桂
華
生
。

　
　

実
綱

夜
月
蒼
々
望
裏
生
、
松
花
是
為
桂
華
明
。
綻
誰
待
雨
呉
江
夕
、
開
不
因
春
秦
嶺
晴
。

已
似
帰
根
光
落
処
、
漫
如
盈
朶
影
斜
程
。
今
看
深
奥
蓮
華
席
、
遺
韻
遙
伝
王
舎
城
。

　
　

左
衛
門
権
少
尉
明
衡

蒼
々
夜
月
動
心
情
、
自
作
松
花
望
裏
明
。
枝
假
素
葩
匂
不
馥
、
梢
欺
玉
蕊
影
空
瑩
。

開
敷
秦
嶺
雲
収
夕
、
凋
落
呉
江
霧
暗
程
。
偏
仰　

恩
輝
齢
漸
老
、
為
憐
澗
底
久
含
貞
。

　
　

文
章
得
業
生
源
親
範

蒼
々
漢
月
向
深
更
、
自
作
松
花
只
蕩
情
。
百
尺
嵐
晴
寒
艶
潔
、
一
林
緑
白
暁
光
明
。

新
粧
秦
嶺
開
雲
後
、
落
蕊
呉
江
照
浪
程
。
莫
噵
今
宵
佳
色
好
、
万
年
此
地
契
芳
栄
。

こ
れ
ら
の
詩
は
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
五
月
十
六
日
、
関
白
左
大
臣
藤
原
頼
通
が
自
宅
で
詩
宴
を
開
い
た
と
き
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

詩
題
の
「
月
是
作
松
花
」
は
「
月
明
か
り
が
庭
の
松
を
照
ら
し
、
そ
の
白
さ
の
た
め
に
松
が
花
を
咲
か
せ
た
よ
う
に
見
え
る
」
の
意
で
あ

る
。『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
に
は
、
こ
の
時
の
出
席
者
二
十
三
名
の
詩
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
の
十
一
名
の
詩
に
「
秦
嶺
」
の
語

（
枠
に
囲
っ
て
示
し
た
）
が
見
え
る
。
こ
の
「
秦
嶺
」
の
語
が
詩
一
首
の
中
の
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
全
て
頷
聯
か
頸
聯
か
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で
あ
る
。
つ
ま
り
「
秦
嶺
」
は
破
題
に
用
い
ら
れ
た
詩
語
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
句
題
の
ど
の
文
字
を
言
い
換
え
た
言
葉
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
全
て
「
松
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
言
い
換
え
の
背
後
に
は
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
見
え
る
秦
の
始
皇

帝
の
故
事
が
存
在
す
る
。

�

二
十
八
年
、
乃
遂
上
泰
山
、
立
石
封
祠
祀
。
下
、
風
雨
暴
至
、
休
於
樹
下
。
因
封
其
樹
為
五
大
夫
。（
二
十
八
年
、
乃
ち
遂
に
泰
山
に
上

り
、
石
を
立
て
封
じ
て
祠
祀
す
。
下
る
と
き
、
風
雨
暴
か
に
至
り
、
樹
下
に
休
む
。
因
り
て
其
の
樹
を
封
じ
て
五
大
夫
と
為
す
。）

秦
の
始
皇
帝
が
泰
山
で
封
儀
（
封
禪
の
儀
の
一
部
。
封
は
天
を
、
禪
は
地
を
祀
る
）
を
終
え
て
、
下
山
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突
然

暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
樹
下
に
避
難
し
て
事
無
き
を
得
た
。
そ
こ
で
始
皇
帝
は
そ
の
樹
木
に
五
大
夫
の
位
を
与
え
た
、
と
い

う
名
高
い
故
事
で
あ
る
。『
史
記
』
に
は
そ
の
樹
木
が
何
で
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
漢
の
応
劭
の
『
漢
官
儀
』
に
「
秦
始
皇

上
封
太
山
、
逢
疾
風
暴
雨
、
頼
得
松
樹
。
因
復
其
道
、
封
為
大
夫
松
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
松
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
早
く
か

ら
生
れ
た
。
こ
の
故
事
を
媒
介
に
し
て
、
日
本
の
平
安
時
代
に
は
「
秦
嶺
」
は
秦
の
始
皇
帝
ゆ
か
り
の
山
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
松
生
う

る
と
こ
ろ
、
松
の
名
所
と
し
て
詩
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
「
秦
嶺
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
日
本
で
は

中
国
と
全
く
異
な
る
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
方
で
本
来
の
意
味
で
は
詩
に
詠
ま
れ
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
句
題
詩
群
の
最
初
に
位
置
す
る
源
師
房
詩
の
「
秦
嶺
」
の
語
を
含
む
一
句
「
秦
嶺
艶
粧
生
夜
漏
」
を
試
み
に
解
釈
す
れ
ば
、

「
秦
の
始
皇
帝
が
訪
れ
た
と
い
う
泰
山
で
は
、
五
大
夫
の
松
も
、
夜
に
な
れ
ば
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
て
、
花
を
咲
か
せ
た
か
の
よ
う
な
美

し
い
粧
い
を
凝
ら
し
て
い
る
」
ほ
ど
の
句
意
に
な
る
か
と
思
う
。

三
、
日
本
独
自
の
意
味
を
付
与
さ
れ
た
詩
語
（
二
）「
玉
山
」「
藍
水
」

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
よ
う
。
唐
の
杜
甫
に
「
九
日
藍
田
崔
氏
荘
」
と
題
す
る
七
言
律
詩
が
あ
る
。

（
3
）

（
４
）
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�

老
去
悲
秋
強
自
寛
、
興
来
今
日
尽
君
歓
。
羞
将
短
髮
還
吹
帽
、
笑
倩
傍
人
為
正
冠
。
藍
水
遠
従
千
澗
落
、
玉
山
高
並
両
峰
寒
。
明
年
此

会
知
誰
健
、
酔
把
茱
茰
子
細
看
。

こ
の
詩
は
平
安
時
代
の
日
本
で
も
名
高
か
っ
た
ら
し
く
、
大
江
維
時
に
よ
る
唐
詩
の
秀
句
選
『
千
載
佳
句
』
に
、
そ
の
頸
聯
（
傍
線
部
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
こ
に
見
え
る
「
藍
水
」
と
「
玉
山
」
と
の
対
で
あ
る
。

玉
山
と
は
、
長
安
の
東
南
に
位
置
し
、
美
玉
の
産
地
と
し
て
名
高
い
藍
田
山
の
こ
と
で
、
藍
水
は
そ
の
山
に
水
源
を
発
す
る
河
川
の
名

称
で
あ
る
。
一
方
、
平
安
時
代
の
句
題
詩
に
は
「
玉
山
」
と
「
藍
水
」
と
を
対
に
持
つ
詩
句
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
二
語
を
含
む

一
聯
を
次
に
掲
げ
よ
う
。〔　

〕
内
に
は
書
名
、
詩
題
、
作
者
を
示
す
。

〔
本
朝
麗
藻
、
唯
以
酒
為
家
、
具
平
親
王
〕
戸
牖
梨
花
松
葉
裏
、
郷
園
藍
水 

玉
山
程
。

〔
類
聚
句
題
抄
、
依
酔
忘
天
寒
、
藤
原
国
成
〕
藍
水
応
無
氷
冷
思
、
玉
山
唯
有
雪
消
情
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
再
吹
菊
酒
花
、
藤
原
経
通
〕
佳
色
重
浮
藍
水
浪
、
濃
香
亦
染
玉
山
雲
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
酔
来
晩
見
花
、
大
江
匡
房
〕
藍
水
雲
昏
望
雪
思
、
玉
山
日
落
趁
霞
心
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
酌
酒
対
残
菊
、
藤
原
師
通
〕
玉
山
古
岸
月
幽
見
、
藍
水
下
流
霜
薄
臨
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
酌
酒
対
残
菊
、
藤
原
知
房
〕
秋
雪
纔
留
藍
水
浪
、
暁
霜
半
砕
玉
山
陰
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
落
花
浮
酒
杯
、
藤
原
家
仲
〕
藍
水
晩
霞
飄
処
湿
、
玉
山
春
雪
灑
猶
軽
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
月
明
酒
域
中
、
藤
原
忠
通
〕
皓
色
不
空
藍
水
外
、
清
輝
只
在
玉
山
頭
。

〔
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
、
月
明
酒
域
中
、
菅
原
清
能
〕
玉
山
一
酔
空
頽
雪
、
藍
水
三
溠
只
泛
秋
。

こ
れ
ら
は
全
て
対
句
を
為
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
言
律
詩
の
頷
聯
か
、
或
い
は
頸
聯
か
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
破
題
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
聯
で
あ
る
。
詩
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
題
中
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
文
字
は
「
酒
」
か
「
酔
」
か
で
あ
り
、
詩
句
の
「
玉

山
」
と
「
藍
水
」
と
は
、
地
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
酒
飲
み
の
居
る
場
所
、
酒
に
酔
う
の
に
恰
好
の
場
所
と
い
っ
た
意
味
が
そ
こ
に
籠
め
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ら
れ
て
い
る
。

本
来
「
玉
山
」
と
「
藍
水
」
と
は
、
杜
甫
の
詩
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
美
し
い
山
水
を
想
起
さ
せ
る
地
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
日
本

で
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
美
味
い
酒
を
飲
む
場
所
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
な

の
か
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
具
平
親
王
（
九
六
四
―
一
〇
〇
九
）
が
「
唯
以
酒
為
家
（
唯
だ
酒
を
以
つ
て
家
と
為
す
の
み
）」
と
題
す

る
句
題
詩
で
「
戸
牖
梨
花
松
葉
裏
、
郷
園
藍
水
玉
山
程
。（
戸
牖
は
梨
花
松
葉
の
裏
、
郷
園
は
藍
水
玉
山
の
程
）」（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
）

と
賦
し
た
の
が
そ
の
早
い
用
例
と
言
え
る
（
こ
の
詩
の
場
合
、「
藍
水
」
と
「
玉
山
」
と
は
句
中
対
）。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。「
玉
山
」
に
は
藍
田
山
の
別
名
の
他
に
、

竹
林
七
賢
の
一
人
で
あ
る
晉
の
嵆
康
（
字
は
叔
夜
）
を
指
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
世
説
新
語
』
容
止
篇
に
、

嵆
康
、
身
長
七
尺
八
寸
、
風
姿
特
秀
。
山
公
曰
、
嵆
叔
夜
之
為
人
也
、
巌
巌
若
孤
松
之
独
立
。
其
酔
也
、
嵬
峩
若
玉
山
之
将
崩
。

�（
嵆
康
、
身み
の
た
け長
七
尺
八
寸
、
風
姿
特
に
秀
づ
。
山
公
曰
は
く
、
嵆
叔
夜
の
人
と
為
り
や
、
巌
巌
と
し
て
孤
松
の
独
り
立
て
る
が
若
し
。
其

の
酔
へ
る
や
、
嵬ぐ
わ
い
が峩

と
し
て
玉
山
の
将
に
崩
れ
む
と
す
る
が
若
し
。）

と
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
山
濤
が
、
酒
に
酔
う
嵆
康
の
姿
を
見
て
、
ま
る
で
崩
れ
落
ち
よ
う
と
す
る
玉
山
の
よ
う
だ
と
喩
え
た
こ

と
か
ら
、
後
代
の
詩
人
は
、
酒
飲
み
が
酔
い
つ
ぶ
れ
た
様
を
「
玉
山
崩
」「
玉
山
頽
」
な
ど
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
唐
の
白

居
易
が
「
藍
田
劉
明
府
携
酌
相
過
、
與
皇
甫
郎
中
卯
時
同
飲
、
酔
後
贈
之
。（
藍
田
劉
明
府
、
酌
を
携
へ
て
相
ひ
過
ぎ
る
、
皇
甫
郎
中
と
卯

時
に
同
飲
し
、
酔
ひ
て
後
に
之
れ
を
贈
る
）」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
四
・3107

、
詩
題
は
、
藍
田
の
県
令
劉
氏
が
酒
を
携
え
て
来
訪
し
た

の
で
、
皇
甫
湜
と
三
人
で
朝
酒
を
飲
み
、
酔
っ
て
詩
を
贈
っ
た
、
の
意
）
と
題
す
る
詩
の
中
で
「
玄
晏
舞
狂
烏
帽
落
、
藍
田
酔
倒
玉
山
頽
。

（
玄
晏
舞
狂
し
て
烏
帽
落
つ
、
藍
田
酔
倒
し
て
玉
山
頽
る
）」（
玄
晏
先
生
（
皇
甫
湜
）
は
舞
狂
し
て
帽
子
を
落
と
し
、
藍
田
の
劉
氏
は
玉
山

が
頽
れ
落
ち
る
よ
う
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
）
と
作
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

そ
し
て
白
詩
が
流
行
し
た
日
本
で
は
、
こ
の
「
玉
山
」
の
意
味
が
さ
ら
に
転
じ
て
、
実
際
の
藍
田
山
の
意
味
と
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
酒
を
飲
む
に
相
応
し
い
場
所
を
表
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
旦
「
玉
山
」
に
そ
の
よ
う
な
意
味
が
附
加
さ
れ
る
と
、「
玉
山
」
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と
対
を
為
す
「
藍
水
」
の
語
も
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
意
味
の
同
化
現
象
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
「
玉
山
」
と
「
藍
水
」

と
は
詩
題
の
「
酒
」
或
い
は
「
酔
」
と
い
う
語
を
言
い
換
え
る
語
と
し
て
句
題
詩
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
秦

嶺
」
と
同
様
に
、
日
本
独
自
の
意
味
が
付
け
加
え
ら
れ
た
漢
語
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

試
み
に
、
右
に
掲
げ
た
用
例
中
の
大
江
匡
房
の
「
酔
来
晩
見
花
詩
」
の
「
藍
水
雲
昏
望
雪
思
、
玉
山
日
落
趁
霞
心
。（
藍
水　

雲
昏
し　

雪
を
望
ま
む
と
す
る
思
ひ
あ
り
、
玉
山　

日
落
つ　

霞
を
趁お

は
む
と
す
る
心
あ
り
。）」
を
解
釈
し
て
み
る
と
、「
美
酒
の
飲
め
る
藍
水
で

は
、
夕
暮
れ
に
な
っ
て
も
、
雪
の
よ
う
に
白
い
花
を
眺
め
た
い
と
思
う
。（
嵆
康
の
よ
う
な
）
酒
飲
み
の
集
う
玉
山
で
は
、
日
が
落
ち
て

も
、
霞
の
よ
う
に
紅
い
花
を
追
い
か
け
た
い
気
が
す
る
」
ほ
ど
の
句
意
に
な
る
。
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、「
玉
山
」
及
び
「
藍

水
」
に
、
酒
を
飲
む
に
相
応
し
い
場
所
と
か
酒
飲
み
の
居
る
場
所
と
か
い
っ
た
意
味
を
籠
め
な
け
れ
ば
、
詩
題
を
破
題
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、
白
居
易
の
詩
に
は
「
藍
水
」
と
「
玉
峯
」
と
を
対
語
に
し
た
用
例
が
多
い
。
無
論
そ
こ
に

は
「
酒
」
や
「
酔
」
の
意
味
は
籠
め
ら
れ
て
い
な
い
。

四
、
結
語

以
上
、
本
稿
で
は
、
①
日
本
の
平
安
時
代
に
は
句
題
詩
と
い
う
文
体
が
流
行
し
た
こ
と
。
②
そ
れ
を
境
に
し
て
日
本
漢
詩
は
中
国
文
学

の
流
れ
か
ら
逸
脱
し
て
、
独
自
路
線
を
歩
み
始
め
た
こ
と
。
そ
し
て
、
③
句
題
詩
を
源
泉
と
し
て
、
新
た
な
漢
語
（
こ
れ
は
後
に
和
習
と

呼
ば
れ
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
）
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
御
教
示
、
御
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

（
1
）	

『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
三
月
十
三
日
条
を
次
に
掲
げ
る
。『
中
右
記
』
は
中
御
門
右
大
臣
と
呼
ば
れ
た
藤
原
宗
忠
（
一
〇
六
二
―
一
一
四
一
）

の
日
記
。

			



人
々
両
三
輩
、
可
尋
残
花
之
由
有
芳
約
。
仍
巳
時
許
先
行
向
蔵
人
少
納
言
成
宗
宅
、
門
前
相
伴
同
車
。
次
相
伴
前
左
衛
門
佐
基
俊
、
又
同
車
。
此

後
雖
相
伴
、
人
々
皆
以
故
障
。
次
行
左
大
弁
門
前
。
而
雑
人
成
市
、
門
前
見
証
。
驚
尋
之
処
、
若
公
達
今
有
鬪
雞
之
遊
。
仍
空
過
了
。
招
出
前

（
5
）
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摂
州
敦
宗
、
又
相
具
了
。
招
蔵
人
弁
時
範
、
同
来
了
。
行
向
円
融
院
、
欲
尋
残
花
。
雖
相
招
式
部
丞
蔵
人
宗
仲
、
禁
中
依
無
人
数
、
不
能
退
出

者
。
又
行
向
前
兵
衛
佐
長
忠
門
前
、
頻
雖
相
招
、
乍
在
家
被
隠
了
。
頗
遺
恨
歟
。
午
時
許
行
向
円
融
院
南
廊
、
見
残
花
。
于
時
仏
閣
漸
荒
、
禅

庭
花
残
。
懐
旧
之
涙
自
霑
行
衣
。
人
々
為
賦
一
絶
、
句
題
無
題
僉
議
之
間
、
天
景
漸
傾
、
已
及
申
時
。
可
賦
無
題
之
由
、
議
了
間
、
右
京
権
大

夫
敦
基
朝
臣
、
同
舎
弟
図
書
助
敦
光
、
給
料
令
明
来
会
。
人
々
感
歎
、
披
手
筥
破
子
、
聊
以
杯
酌
。
月
前
詩
成
。
講
之
以
図
書
助
為
講
師
。
各

以
優
美
也
。
前
金
吾
詩
頗
華
麗
歟
。
及
深
更
帰
洛
。

			

（

人
々
両
三
輩
、
残
花
を
尋
ぬ
可
き
の
由　

芳
約
有
り
。
仍
り
て
巳
の
時
許
り
、
先
づ
蔵
人
少
納
言
成
宗
の
宅
に
行
き
向
か
ひ
、
門
前
に
相
ひ
伴

ひ
て
同
車
す
。
次
い
で
前
左
衞
門
佐
基
俊
を
相
ひ
伴
ひ
て
、
又
た
同
車
す
。
此
の
後
相
ひ
伴
は
む
と
す
と
雖
も
、
人
々
皆
な
以
て
故
障
あ
り
。
次

い
で
左
大
弁
の
門
前
に
行
く
。
而
る
に
雑
人　

市
を
成
し
、
門
前
に
見
証
あ
り
。
驚
き
尋
ぬ
る
の
処
、
若
公
達　

今
闘
鶏
の
遊
び
有
り
。
仍
り

て
空
し
く
過
ぎ
了
ん
ぬ
。
前
摂
州
敦
宗
を
招
き
出
だ
し
、
又
た
相
ひ
具
し
了
ん
ぬ
。
蔵
人
弁
時
範
を
招
く
に
、
同
じ
く
来
た
り
了
ん
ぬ
。
円
融

院
に
行
き
向
か
ひ
、
残
花
を
尋
ね
む
と
欲
す
。
式
部
丞
蔵
人
宗
仲
を
相
ひ
招
く
と
雖
も
、
禁
中　

人
数
無
き
に
依
り
て
、
退
出
す
る
能
は
ず
者て
へ
り

。

又
た
前
兵
衛
佐
長
忠
の
門
前
に
行
き
向
か
ひ
、
頻
り
に
相
ひ
招
く
と
雖
も
、
家
に
在
り
乍
ら
隠
れ
ら
れ
了
ん
ぬ
。
頗
る
遺
恨
か
。
午
の
時
許
り

円
融
院
の
南
廊
に
行
き
向
か
ひ
、
残
花
を
見
る
。
時
に
仏
閣
漸
く
に
荒
れ
て
、
禅
庭
に
花
残
る
。
懐
旧
の
涙　

自
ら
行
衣
を
霑
ほ
す
。
人
　々

一

絶
を
賦
せ
む
が
為
め
に
、
句
題
・
無
題
僉
議
す
る
の
間
、
天
景
漸
く
に
傾
き
、
已
に
申
の
時
に
及
ぶ
。
無
題
を
賦
す
可
き
の
由
、
議
し
了
ん
ぬ

る
間
、
右
京
権
大
夫
敦
基
朝
臣
、
同
舎
弟
図
書
助
敦
光
、
給
料
令
明
来
会
す
。
人
々
感
歎
し
、
手
筥
破
子
を
披
き
、
聊
か
以
て
杯
酌
す
。
月
前

に
詩
成
る
。
之
れ
を
講
ず
る
に
図
書
助
を
以
て
講
師
と
為
す
。
各
お
の
以
て
優
美
な
り
。
前
金
吾
の
詩　

頗
る
華
麗
か
。
深
更
に
及
び
て
帰
洛

す
。）

				



花
見
に
参
加
し
た
の
は
、
右
中
弁
藤
原
宗
忠
（
三
十
五
歳
）、
蔵
人
少
納
言
源
成
宗
、
前
左
衛
門
佐
藤
原
基
俊
（
四
十
二
歳
）、
前
摂
津
守
藤

原
敦
宗
（
五
十
五
歳
）、
蔵
人
右
少
弁
平
時
範
（
四
十
三
歳
）、
右
京
権
大
夫
藤
原
敦
基
（
五
十
一
歳
）、
図
書
助
藤
原
敦
光
（
三
十
四
歳
）、
給

料
学
生
藤
原
令
明
（
二
十
三
歳
）
の
八
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
作
と
思
わ
れ
る
敦
基
、
敦
宗
、
敦
光
、
基
俊
の
作
が
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
十

に
現
存
す
る
。

（
2
）	

こ
の
詩
の
脚
韻
は
「
澄
」「
迎
」（
下
平
声
十
二
庚
韻
）、「
情
」「
清
」「
程
」（
下
平
声
十
四
清
韻
）
で
あ
り
、
庚
韻
と
清
韻
と
は
同
用
さ
れ
る

の
で
、
押
韻
に
問
題
は
無
い
。
平
仄
は
左
に
図
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
〇
が
平
声
、
●
が
仄
声
、
◎
が
韻
字
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
）。
二
四

不
同
、
二
六
対
、
避
下
三
連
の
原
則
を
守
っ
て
お
り
、
粘
法
に
も
適
っ
て
い
る
。

				



１
〇
〇
〇
●
●
〇
◎

				



２
〇
●
〇
〇
〇
●
◎

				



３
●
●
●
〇
〇
●
●
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４
〇
〇
●
●
●
〇
◎

				



５
●
〇
●
●
〇
〇
●

				



６
●
●
●
〇
●
●
◎

				



７
●
●
〇
〇
●
●
●

				



８
〇
〇
●
●
●
〇
◎

（
3
）	

詩
題
（
句
題
）
の
「
松
」
を
言
う
た
め
に
秦
始
皇
帝
の
泰
山
の
故
事
を
用
い
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
詩
序
と
句
題
詩
」、「『
擲
金
抄
』
解
題
」（『
平

安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
五
月
。
初
出
は
と
も
に
一
九
九
八
年
十
月
）
に
指
摘
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）	

『
和
漢
朗
詠
集
』
管
絃
（462

）
に
、
唐
の
公
乗
億
の
「
連
昌
宮
賦
」
か
ら
の
摘
句
「
一
声
鳳
管
、
秋
驚
秦
嶺
之
雲
、
数
拍
霓
裳
、
暁
送
緱
山

之
月
。（
一
声
の
鳳
管
は
、
秋　

秦
嶺
の
雲
を
驚
か
す
、
数
拍
の
霓
裳
は
、
暁　

緱
山
の
月
を
送
る
。）」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る

「
秦
嶺
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
長
安
南
方
の
終
南
山
を
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
末
期
に
成
立
し
た
釈
信
救
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

注
釈
書
『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』
で
は
「
秦
嶺
」
に
対
し
て
「
史
記
云
、
秦
始
皇
昇
泰
山
、
頌
秦
徳
。（
史
記
に
云
ふ
、
秦
の
始
皇
、
泰
山
に
昇
り
、

秦
徳
を
頌
す
。）」
と
注
を
加
え
て
い
る
。
信
救
は
儒
者
（
専
門
の
漢
学
者
）
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
が
当
時
の
一
般
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
と
は

断
言
で
き
な
い
が
、
す
で
に
「
秦
嶺
」
を
泰
山
と
誤
っ
て
解
釈
す
る
下
地
の
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

（
5
）	

同
様
の
主
旨
は
、
拙
稿
「
四
韻
と
絶
句
」（『
句
題
詩
論
考
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
。
初
出
は
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
十
三
日
に
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
第
四
回
大
会
に
於
け
る
同
題

の
講
演
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。


